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町公式キャラクター
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思い出いっぱいの保育所に別れ
（記事８ページ）



平
成
26
年
度
予
算
決
ま
る

平
成
２６
年
度
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
は

少
子
化
・
定
住
対
策
、
町
営
住
宅
建
設
事
業
等
に
よ
る
普

通
建
設
事
業
費
の
増
額
に
よ
り
前
年
度
を
上
回
る
大
型
予

算
と
な
り
ま
し
た
。

３６億６,２１３万円

　その他には地方消費税交付金、分担金及び負担金、自動車
取得税交付金、寄付金、繰越金、使用料及び手数料、財産収
入、各種交付金があります。

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
総
額
36
億
６
，
２
１

３
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比

較
し
て
１
億
１
，
６
９
５
万
円

増
額
と
な
り
ま
し
た
。
増
額
の

主
な
要
因
は
、
町
営
住
宅
建
設

事
業
や
開
発
セ
ン
タ
ー
耐
震
補

強
大
規
模
改
修
工
事
な
ど
の
普

通
建
設
事
業
費
の
増
加
、
少
子

化
定
住
対
策
に
相
当
の
予
算
を

確
保
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。

地方交付税	���国から一定の行政水準を確保するために、地方に交付される
お金 

繰入金	�����主に積立金（基金）を取崩し一般会計に繰り入れるお金 
町債	������特定の目的のために、町が国や金融機関から借り入れるお金 
町税	������町民の皆さんや企業が町に収める税金 
国庫・県支出金	�特定の目的のために、国・県から交付されるお金 
地方譲与税	���国税として徴収した自動車重量税や地方揮発油譲与税などの

一部から町へ配分されるお金

総務費	�����町政全般の管理費等に使われるお金 
土木費	�����町道などの整備や管理に使われるお金 
民生費	�����高齢者・障がい者・児童などの福祉に使われるお金 
教育費	�����義務教育や生涯学習などに使われるお金 
公債費	�����町債（町の借入金）の返済にあてるお金 
農林水産業費	��農林水産業の振興などに使われるお金 
商工費	�����観光・商工業の振興に使われるお金 
衛生費	�����住民健診や予防接種、ごみ処理などに使われるお金 
消防費	�����消防、水防、災害対策に使われるお金 
議会費	�����議員の報酬や議会の運営に使われるお金

歳入用語の説明

歳出用語の説明

地方交付税
１３億８,７００万円

（３７.９％）

（　　）は構成比

繰入金
７億１,５１４万円

（１９.５％）

県支出金
２億６,０３６万円

（７.１％）

町税
４億３,２０１万円

（１１.８％）
町債

４億８,２９０万円
（１３.２％）

国庫支出金
２億４,９４２万円

（６.８％）

諸収入
５,１７６万円
（１.４％） 地方譲与税

２,８９０万円
（０.８％）

その他
５,４６４万円
（１.５％）

歳
入
の
特
徴

歳入
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投
資
的
事
業
は
、
前
年
度
比

８
億
３
，
５
３
４
万
円
増
額
の

総
額
12
億
７
，
７
７
７
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
実
施
す
る
主
な
事
業

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
町
営
住
宅
建
設
事
業

 	

２
億
４
，
５
０
０
万
円

◦
開
発
セ
ン
タ
ー
耐
震
補
強
大

規
模
改
修
工
事

歳
出
の
特
徴

	

２
億
６
３
５
万
円

◦
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
工

事

	

６
，
２
９
４
万
円

◦
地
区
温
泉
活
性
化
事
業

	

６
，
０
０
０
万
円

◦
川
口
高
校
学
生
寮
の
リ
ー
ス

料

	

６
，
０
０
０
万
円

◦
保
養
セ
ン
タ
ー
の
取
壊
し
と

改
築
の
設
計
に
要
す
る
事
業

費

	

５
，
１
３
０
万
円

　

ま
た
、
投
資
的
事
業
以
外
の

主
な
事
業
に
つ
い
て
少
子
化
・

定
住
対
策
の
た
め
の
予
算
と
し

て
約
１
億
８
，
７
０
０
万
円
を

確
保
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
と

し
て
は
従
来
か
ら
の
川
口
高
校

桐
径
会
補
助
金
等
の
ほ
か
、
無

料
化
と
し
た
保
育
料
等
の
歳
入

分
、
川
口
高
校
学
生
寮
の
運
営

に
要
す
る
費
用
、
小
・
中
学
校

の
給
食
無
料
化
に
と
も
な
う
賄

材
料
代
な
ど
で
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
（
医
療

費
な
ど
）

　

今
年
度
は
国
保
基
金
か
ら
財

源
補
て
ん
的
な
繰
入
れ
を
し
て

運
営
し
ま
す
が
、
保
険
給
付
費

が
引
き
続
き
増
加
傾
向
に
あ
り
、

財
政
状
況
は
厳
し
い
状
況
で
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
（
診
療

所
の
運
営
）

　

診
療
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、

特

別

会

計

一般会計予算

　その他には労働費、災害復旧費、予備費があります。

宮
下
病
院
及
び
会
津
医
療
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
派
遣
医
師
業
務
委

託
料
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

▼
介
護
保
険
特
別
会
計　
　

　
一
般
管
理
費
の
減
少
の
ほ
か
、

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の

減
少
を
見
込
み
減
額
し
て
い
ま

す
。

▼
簡
易
水
道
事
業

　

川
口
統
合
簡
水
の
整
備
事
業
、

土
倉
、
橋
立
、
沼
沢
の
各
地
区

で
老
朽
管
の
布
設
替
工
事
を
実

施
す
る
た
め
増
額
し
て
い
ま
す
。

総務費
９億３,７１８万円
（２５.６ ％）

公債費
３億１,６８８万円

（８.７％）

民生費
４億４,１０１万円
（１２.０ ％）

土木費
５億５,０４４万円
（１５.０ ％）

衛生費
２億２,１１０万円

（６.０％）

教育費
３億６,３９１万円

（９.９％）

商工費
２億４,８０２万円

（６.８ ％）

消防費
１億４,１４２万円

（３.９％）

農林水産業費
３億４万円
（８.２ ％）

議会費
５,２１１万円
（１.４％）

その他
９,００２万円
（２.５％）

（　　）は構成比

会 計 名 予 算 額 前 年 度 比
国民健康保険事業勘定
※医療費など ３億９,８６７万円 ３０９万円増

国民健康保険施設勘定
※診療所の運営 １億２,７６６万円 ５７５万円減

介護保険 ４億９,９５５万円 ５９８万円減

後期高齢者医療 ４,７６５万円 １１５万円増

簡易水道事業 ２億７,３０９万円 ２,７４０万円増

特定地域生活排水処理
事業 １億２,１９９万円 １,９７４万円増

特定環境保全公共下水
道事業 ２,４２６万円 ３０８万円増

農業集落排水事業 ３８１万円 １１万円増

町営バス事業 １,７１５万円 ８万円減

歳出
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充実させます
少子化対策

町は、安心して子どもを産み育てることができ、子どもが健やかに成長できる
社会の実現に向けて全力で取り組んでいきます。
１２月定例議会では、金山町少子化対策推進条例が可決され、３月定例議会で
は、金山町少子化対策推進条例に基づき、数々の少子化対策に関する事業が盛
り込まれた平成２６年度当初予算が可決されました。

金山町少子化対策推進条例（抜粋）
（目的）
第１条　この条例は、少子化対策を総合的かつ計画的に推進するため、少子化対策の推進

に関し基本的理念を定め、町の施策の基本となる事項を定めることにより、安心
して子どもを産み育てることができる環境を整備し、もって未来に夢や希望が持
てる金山町の実現に資することを目的とする。

（定義）
第２条　この条例において「少子化対策」とは、安心して子どもを産み育てることができ、

子どもが健やかに成長できる社会の実現に向けて行うすべての取り組みをいう。
（基本理念）
第３条　少子化対策の推進は、次に掲げる事項を基本理念として行わなければならない。

⑴　子どもたちが次代の社会を担うという認識のもとに、家庭、学校、地域社会、行政
機関等が、相互の連携の下、社会全体で取り組むこと。

⑵　金山町に移り住み、金山町で子育てをする者への支援に向けて取り組むこと。
⑶　保健、医療、福祉、労働、教育その他子どもに関するあらゆる分野において、総合

的に取り組むこと。
⑷　結婚、出産及び子育てに関する個人の考え方が十分尊重されるよう配慮すること。
⑸　すべての子どもが健やかに育つことができるよう配慮すること。

（町の責務）
第４条　町は、前条に定める基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、少子化

対策に関する施策を定め、総合的に実施する責務を有するものとする。
（町民の責務）
第５条　町民は、子どもや子育て環境に思いやりを持って、家庭、学校、職場、地域など

において子育て・少子化対策に関する施策に協力するよう努めなければならない。
（推進体制の整備）
第６条　町は、町民が少子化対策の重要性に関する理解を深めるとともに、町民が

安心して結婚し、家庭を築き、子どもを産み育てることができるようにす
るため、町民と一体となった推進体制を整備するものとする。
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◦保育料を無料化します。（新規）
◦保育時間を延長します。（充実）
◦妊婦健診や乳幼児健診を充実させます。（充実）
◦医療費やインフルエンザ予防接種の無料化を継続しま
す。（継続）

◎問い合わせ
　保健福祉係　☎５４−５１３５（医療に関すること）
　川口保育所　☎５４−２８２２（保育に関すること）
　横田保育所　☎５６−４１４０（　　　 〃 　　　）

●●●少子化対策重点事業●●●

～子どもたちの教育のために～

～子どもたちの福祉のために～

～若者や子育て世帯の生活環境のために～

　教育内容を充実させ “ふるさと教育” に力を入れます。
義務教育関係
◦小中学校の給食を無料にします。（新規）
◦入学時の運動着や制服・教材などの保護者負担を軽減します。（新規）
◦修学旅行や部活動等の支援を行います。（新規）
高等学校教育
◦川口高等学校「若桐寮」の運営を開始します。（新規）
◦「若桐寮」の周辺工事などを行い寮環境の充実を図り
ます。（新規）
◦桐径会への支援を行います。（継続）
社会教育
◦放課後子ども教室やスポーツ少年団活動を支援しま
す。（継続）

◎問い合わせ…教育委員会　☎５４−５３６０

◦若者が集う場を作り出し結婚対策につなげます。（新規）
◦遠距離通勤をしながら金山で暮らす若者や子育て世帯
を応援します。（新規）
◦町内の賃貸住宅で暮らす若者や子育て世帯の生活を応
援します。（新規）
◦空き家や住宅を改修し金山で定住する人を応援します。
（新規）
◦結婚時祝金と出産時の祝金の年齢制限がなくなります。
（充実）
◦町営住宅の整備を行います。（継続）

◎問い合わせ…復興政策係　☎５４−５２０３（定住等に関すること）
　　　　　　　建設係　　　☎５４−５３１１（住宅に関すること）

中川地区に建築された町営住宅

川口･横田保育所合同遊び

開所した若桐寮
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新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
か
ら
２
年
半
が
経
ち
、
町
は
今

後
も
多
様
な
事
業
に
よ
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

平
成
２６
年
度
の
主
な
業
務
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

豪雨災害からの
力強い復興 を遂げるために

昨年の１１月２日に供用開始となった国道２５２号二本木橋

総
合
的
な
復
興
対
策
を

進
め
る

Ｊ
Ｒ
只
見
線

　

新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
か
ら

２
年
半
を
経
過
し
、
公
共
施
設

の
復
旧
は
概
ね
終
了
し
ま
し
た
。

補
完
工
事
や
、
一
部
住
宅
再
建

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
中
に
は
再
建
さ
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
今
後
は
、

真
の
安
全
・
安
心
を
得
る
た
め

に
、
福
島
県
が
策
定
中
の
只
見

川
圏
域
河
川
整
備
計
画
に
流
域

住
民
の
要
望
が
充
分
取
り
入
れ

ら
れ
る
よ
う
、
福
島
県
並
び
に

電
気
事
業
者
に
対
し
要
請
し
て

い
き
ま
す
。

　

豪
雨
災
害
か
ら
力
強
い
復
興

を
遂
げ
る
た
め
に
、
大
型
の
投

資
的
事
業
の
ほ
か
、
復
興
計
画

に
基
づ
く
各
種
事
業
、
地
域
に

密
着
し
た
小
規
模
事
業
、
そ
の

他
の
ソ
フ
ト
事
業
も
含
め
、
多

様
な
事
業
に
よ
り
多
方
面
か
ら

総
合
的
な
復
興
対
策
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
復
旧
再
開
に

つ
い
て
は
、
全
く
見
通
し
が
立

っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
福
島
県
、

福
島
県
Ｊ
Ｒ
只
見
線
復
興
推
進

会
議
と
と
も
に
復
旧
に
向
け
て

基
金
の
造
成
を
行
い
、
只
見
線

の
活
用
の
促
進
、
特
に
代
行
バ

ス
区
間
を
含
め
た
利
活
用
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
福
島
県
選
出
国
会
議

員
の
方
々
が
只
見
線
復
旧
に
対

し
財
政
的
支
援
が
で
き
る
よ
う

立
法
手
続
き
に
取
り
組
む
な
ど
、

大
き
な
動
き
が
あ
り
、
復
旧
再

開
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し
ま

す
。

有効に利用したいＪＲ代行バス
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豪雨災害からの
力強い復興 を遂げるために

生産者の関心を集めるフリーズドライ機

地域の要となる川口高等学校

教　
育

産
業
振
興

健
康
と
福
祉

　

県
立
川
口
高
校
の
入
学
生
徒

確
保
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
並

　

産
業
の
振
興
は
人
口
問
題
に

直
結
す
る
も
の
で
あ
り
、
町
が

目
指
す
べ
き
は
一
次
産
業
を
土

台
と
し
た
産
業
の
六
次
化
の
推

進
で
す
。
現
在
、
一
部
の
事
業

に
つ
い
て
展
開
を
開
始
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
の
一
次
産
業
の

振
興
、
充
実
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
べ
き
か
、
協
議
を
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
一
人
で
も
多
く
の

方
に
各
種
健
診
を
受
診
し
て
い

た
だ
き
、
疾
病
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
可
能
と
し
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
過
ご
せ

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
除

雪
対
策
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
高
齢
者
排
除
雪
事
業
を
、

全
世
帯
を
対
象
と
し
た
新
た
な

排
除
雪
設
備
補
助
事
業
と
し
て

再
編
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者

共
同
住
宅
の
在
り
方
を
具
体
化

す
る
た
め
の
検
討
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
き
ま
す
。

び
に
議
員
各
位
の
ご
支
援
に
よ

り
、
来
年
度
に
つ
い
て
も
２
学

級
を
確
保
で
き
る
見
通
し
と
な

り
ま
し
た
。
鋭
意
取
り
組
ん
で

き
た
学
生
寮
の
建
設
も
完
成

し
、
今
後
は
運
営
管
理
に
万
全

を
尽
く
し
、
安
心
し
て
勉
学
に

励
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備

と
学
習
支
援
を
継
続
し
て
行
き

ま
す
。

　

教
育
の
基
本
は
「
心
豊
か
な

人
間
創
り
」
で
す
。
０
歳
児
か

ら
高
校
教
育
ま
で
、
義
務
教
育

の
枠
を
超
え
、
地
域
一
体
型
ふ

る
さ
と
教
育
と
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

必ず受けたい住民健診
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　３月１３日、金山
中学校で卒業証書授
与式が行われ、１５
名の生徒が慣れ親し
んだ学舎を巣立ちま
した。式で佐浦雅明
校長が「皆さんが入
学した平成２３年は
大きな災害が起きた年でした。それから３年が
経ち立派に成長した皆さんは、まさに金山町の
復興を象徴するものです」と式辞をのべました。
　また、生徒代表の渡部大地君（横田）は学校
生活を振り返り「言葉では表しきれないほどの
たくさんの思い出があります。私たちを支えて
くれた先生や多くの方々に感謝します」と答辞
を述べました。

１５名が学舎を巣立つ
金山中学校で卒業証書授与式

あたたかい拍手で見送られる卒業生

　３月２０日、町内の小学校で卒業証書授与式
が行われ横田小学校では２名の児童が、慣れ親
しんだ学舎を巣立ちました。篠崎俊樹校長は
「卒業生の武満くんと大西さんは、これからも
為せば成るという精神で頑張ってください」と
式辞を述べました。
　金山小学校でも９名の卒業生が思い出の詰ま
った学舎に別れを告げました。

希望に向かって羽ばたけ
町内小学校で卒業証書授与式

お世話になった両親や恩師と記念撮影（横田小学校）

晴れやかな卒業式となった金山小学校
感謝の気持ちを胸に 9名が卒業（金山小学校）

　町内保育所の修了おいわいの会は３月２６日
に開かれました。川口保育所で３名、横田保育所
で１名の子どもたちに保育証書が渡されました。

４名の子どもたちが巣立つ
町内保育所で修了おいわいの会

緊張した面持ちの坂内香
か の ん

音ちゃん（左）、
高橋千

ち

優
ひろ

ちゃん（中央）、船城敏
とし

照
てる

くん（右）（川口保育所）

保育証書を受ける古川徠
らい

詩
ら

ちゃん（横田保育所）

　保育証書を受け取った子どもたちは保護者に
歩み寄り「いつも面倒をみてくれてありがとう」
などと感謝の気持ちを伝えました。
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　３月１８日、御神楽館で椎名誠監督作「あひ
るのうたがきこえてくるよ。」の上映会と奥会
津の魅力を語るシンポジウムが催され、１２０
名が来場しました。この催しは奥会津温泉郷協
議会の主催で行われました。
　シンポジウムでは映画に出演した女優の竹下
景子さん、町内からは齋藤勇一さん（越川）、
星賢孝さん（三更）、五ノ井優花さん（本名）
らが映画撮影時のエピソードや奥会津の自然や
人、風習に触れ只見線を含めた観光資源につい
て語りました。

奥会津の魅力を語る
御神楽館でシンポジウム

奥会津の魅力について語る竹下景子さん（左）

　３月２３日、ビックパレット福島（郡山市）
で「福島ゆるキャラR万博」が開催され、県内
外からたくさんのゆるキャラRが参加しました。
全国的に旋風を巻き起こしている人気キャラふ
なっしーも登場し、イベントを盛り上げました。
　町の公式キャラクターのかぼまるもイベント
に参加し、人気の歌謡曲に合わせてダンスを披
露しました。また、会場のロビーで来場者と交
流し、その愛くるしい姿に子供たちから「かわ
いい」という声が上がりました。

ふくしま再興祭り
ゆるキャラR万博２０１４にかぼまるが参加

県内外の有名キャラクターと共演したかぼまる

期待に胸をふくらませる新入児たち（横田保育所）

式辞を述べる長谷川町長

　４月２日、横田保育所で新入児を迎える入所
おめでとうの会が開催されました。先生から入
所する４名の子どもの名前が呼ばれると、子ど
もたちは照れながらも大きな声で返事をしまし
た。最後にはみんなで「ミックスジュース」を
歌い親睦を深めました。横田保育所は、入所児
童を含め１３名でスタートしました。
　また、川口保育所では１名が入所し、１０名
でのスタートとなりました。

　川口高校の生徒数増加に伴い町が進めてきた
川口高校の新寮「若桐寮」がこのたび完成しま
した。３月３１日、町、川口高校、工事関係者
らが参加し寮内で開所式が行われました。
　式典で長谷川町長は「川口高校は多くの方々
のご尽力により来年度も本校としての生徒数を
確保できました。川口高校の存在は町の振興の
柱です」と話しました。式の後、参加者らはも
うじき生徒達が過ごす寮を見学しました。

新しいお友だちができたよ
町内保育所で入所おめでとうの会

待望の寮が完成
川口高校「若桐寮」が開所
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お
知
ら
せ
今月の納税

納め忘れに
ご注意くだ
さい

こ
れ
か
ら
の
予
定

納期限は

4月30日
です

◦
固

定

資

産

税　
　

１
期
・
全
期

◦
軽

自

動

車

税　
　
　
　
　

全
期

★
4
月
★

▼
16
日（
水
）

◯
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
〜

	
	

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
17
日（
木
）

◯
か
ら
だ
楽
々
教
室

　

午
前
９
時
30
分
〜

	
	

横
田
公
民
館

▼
24
日（
水
）

◯
か
ら
だ
楽
々
教
室

　

午
前
９
時
30
分
〜

	
	

川
口
保
育
所

▼
27
日（
日
）

◯
消
防
団
春
季
検
閲
式

　

午
前
10
時
〜

	
	

中
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

	
	

ま
た
は
町
民
体
育
館

▼
28
日（
月
）

◯
妖
精
美
術
館
、
沼
沢
湖
周
辺

施
設
オ
ー
プ
ン

　

正
午
〜

★
5
月
★

▼
２
日（
金
）

◯
ハ
イ
ハ
イ
ク
ラ
ブ

　

午
前
10
時
〜　

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
８
日（
木
）

◯
行
政
相
談

　

午
前
10
時
〜　

金
山
町
役
場

案
　
　
　
内

　

固
定
資
産
税
は
、
年
４
回
に

分
け
て
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
全
て
の
納
期
分
を
第

１
期
の
納
期
限
ま
で
に
納
め
る

と
年
税
額
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

年
税
額
１
６
，
０
０
０
円
以

上
の
方
が
対
象
で
、
今
年
度
の

第
１
期
の
納
期
限
は
４
月
30
日

で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
税
務
係

	

☎
54
︲
５
１
２
１

町
税
な
ど
の
全
納
割
引
制
度

　

昨
年
１
年
間
に
、
金
山
町
で

賃
貸
借
契
約
が
締
結
さ
れ
た
田

畑
10
ア
ー
ル
（
１
反
歩
）
当
た

り
の
賃
借
料
の
平
均
値
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
田
（
水
稲
）
の
部

◦
基
盤
整
備
区
域

	

９
，
０
２
１
円

◦
未
整
備
区
域　

	

７
，
５
８
３
円

▼
畑
の
部

◦
基
盤
整
備
区
域

	

３
，
０
０
０
円

◦
未
整
備
区
域	

な
し

◎
問
い
合
わ
せ

　

金
山
町
農
業
委
員
会

	

☎
54
︲
５
３
２
１

田
畑
の
賃
借
料

　

町
は
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
等
に
よ
り
耕
作
放

棄
地
と
な
っ
た
農
地
の
再
生
利

用
に
取
り
組
ん
だ
農
業
者
団
体

等
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

　

町
は
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
を
防
止
、
軽
減
す
る

耕
作
放
棄
地
再
生
事
業
補
助
金

有
害
鳥
獣
防
護
柵
の
設
置
に
は

補
助
が
で
ま
す

　

平
成
26
年
度
か
ら
10
年
間
、

町
県
民
税
均
等
割
額
が
１
，
０

０
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
現
行

の
５
，
０
０
０
円
か
ら
６
，
０

０
０
円
に
な
り
ま
す
。

　

引
き
上
げ
ら
れ
た
１
，
０
０

０
円
（
町
民
税
５
０
０
円
、
県

民
税
５
０
０
円
）
は
「
防
災
費

用
」
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

町
県
民
税
の
引
き
上
げ

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
税
務
係

	

☎
54
︲
５
１
２
１

▼
耕
作
放
棄
地
と
は

　

２
年
以
上
作
付
け
さ
れ
ず
雑

草
や
灌
木
が
繁
茂
し
、
農
業
用

機
械
で
は
、
耕
起
等
農
作
物
の

作
付
け
が
困
難
な
町
内
の
田
畑

▼
農
業
者
団
体
等
と
は

◦
農
用
地
利
用
改
善
組
合

◦
町
内
の
法
人
格
を
有
す
る
団

体
◦
町
長
が
認
め
る
農
業
者
団
体

▼
補
助
の
条
件

　

農
業
者
団
体
等
が
5
0
0
㎡

以
上
の
耕
作
放
棄
地
等
を
再
生

し
、
当
該
耕
地
に
再
生
後
３
年

間
、
作
付
け
を
行
っ
た
場
合

▼
補
助
の
対
象
経
費

　

耕
作
放
棄
地
を
再
生
す
る
に

あ
た
り
使
用
し
た
重
機
等
の
借

上
料
と
し
、
補
助
額
は
農
業
者

団
体
等
が
支
出
し
た
額
の
全
額

と
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
農
林
振
興
係

	

☎
54
︲
５
３
２
１

乾電池式の防護柵

た
め
に
防
護
柵
を
設
置
す
る
世

帯
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

▼
助
成
額

　

設
置
費
用
の
２
分
の
１
（
限

度
額
１
台
あ
た
り
２
万
５
千
円
）

▼
交
付
申
請

　

一
世
帯
２
台
ま
で

※
既
に
電
気
柵
を
設
置
し
、
助

成
金
を
受
け
て
い
る
世
帯
で

も
新
た
に
今
年
度
設
置
さ
れ

る
場
合
は
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
火
災
や

自
然
災
害
等
に
よ
り
補
助
金

を
受
け
て
設
置
し
た
電
気
柵

を
喪
失
さ
れ
た
方
も
再
度
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
農
林
振
興
係

	

☎
54
︲
５
３
２
１
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５
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
の

間
に
町
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針

を
実
施
し
ま
す
。

　

検
針
員
が
各
戸
を
訪
問
し
ま

す
の
で
、
検
針
メ
ー
タ
上
に
雪

が
あ
る
場
合
は
、
お
手
数
で
も

使
用
者
が
雪
を
取
り
除
い
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
雪
解
け
後
の
こ
の
時

期
は
漏
水
が
多
く
発
生
し
て
い

る
の
で
自
主
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
上
下
水
道
係

	

☎
54
︲
５
３
１
５

町
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

人
　
　
　
事

消
防
団
長

注
　
　
　
意

　

只
見
川
と
野
尻
川
の
雑
魚
漁

に
つ
い
て
、
昨
年
の
採
捕
自
粛

規
制
が
継
続
中
で
、
４
月
１
日

の
解
禁
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

組
合
員
や
流
域
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

〈
野
尻
川
に
つ
い
て
〉

　

野
尻
川
非
出
資
漁
業
組
合

	

組
合
長　

坂
内　

由
夫

	

☎
54
︲
２
１
２
３

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
の
影
響
で
沼
沢
湖
の
ヒ
メ
マ

ス
か
ら
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
ｋ

ｇ
を
超
え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

が
検
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
４

月
１
日
か
ら
の
ヒ
メ
マ
ス
漁
は

昨
年
に
引
き
続
き
見
送
ら
れ
て

い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

沼
沢
漁
業
協
同
組
合

	

組
合
長　

鈴
木　

茂

	

☎
55
︲
３
２
１
８

只
見
川
・
野
尻
川
の

雑
魚
漁
は
禁
止
で
す

沼
沢
湖
の
ヒ
メ
マ
ス
は

採
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

〈
只
見
川
に
つ
い
て
〉

　

只
見
川
漁
業
協
同
組
合

	

金
山
支
部

	

支
部
長　

馬
場　

清
次

	

☎
56
︲
４
２
５
２

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

沼
沢
公
民
館
長

　

３
月
24
日
付
け
で
新
國
一
男

さ
ん
（
西
部
）
が
退
任
し
、
後

任
と
し
て
横
田
正
男
さ
ん
（
上

横
田
）
が
委
嘱
さ
れ
、
３
月
25

日
に
町
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

横
田
さ
ん
の
任
期
は
平
成
26

年
３
月
25
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
は
、

町
と
は
独
立
し
た
中
立
的
・
専

門
的
な
立
場
か
ら
、
固
定
資
産

　

３
月
31
日
付
け
で
沼
沢
公
民

館
長
の
五
ノ
井
斉
さ
ん（
沼
沢
）

が
退
任
さ
れ
、
後
任
と
し
て
五

ノ
井
忠
道
さ
ん
（
水
沼
）
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
ノ
井
さ
ん
の
任
期
は
平
成

26
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
で

す
。

委嘱された横田さん

委嘱された横田さん 任命された目黒団長

　

平
成
26
年
度
の
区
長
さ
ん

が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し

た
。

　

１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

	

（
敬
称
略
）

地
　
区　
　
　

氏
　
名

川　

口　
　

栗
城　

篤
義

小
栗
山　
　

五
ノ
井
浩
司

八　

町　
　

目
黒　

三
雄

玉　

梨　
　

栗
城　

澄
雄

西　

谷　
　

長
谷
川
勝
義

本　

名　
　

菅
家　

哲
夫

橋　

立　
　

長
谷
川
重
美

大　

志　
　

中
丸   

謙
公

板　

下　
　

山
口   

徳
行

宮　

崎　
　

目
黒　
　

謙

上　

田　
　

星　
　

光
雄

水　

沼　
　

五
ノ
井　

斉

上
大
牧　
　

渡
部　

勇
吉

下
大
牧　
　

諏
江　

康
幸

高　

倉　
　

五
ノ
井
孝
夫

大
栗
山　
　

加
藤　

賢
享

福　

沢　
　

若
林　

豊
昇

三　

更　
　

星　
　

賢
孝

沼　

沢　
　

川
邉　

次
郎

太
郎
布　
　

雪
下
ス
ミ
子

横　

田　
　

滝
沢　

清
男

上
横
田　
　

滝
沢　

正
明

土　

倉　
　

奥　
　

高
伸

西　

部　
　

新
國　

政
幸

大　

塩　
　

渡
部　
　

慎

滝　

沢　
　

横
山　

正
幸

田　

沢　
　

滝
沢　

敬
樹

山
入
一　
　

須
佐　

昌
晴

山
入
二　
　

栗
城　

富
二

越　

川　
　

横
田　

敏
宏

平
成
26
年
度
の

新
し
い
区
長
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た

　

金
山
町
交
通
教
育
専
門
員
に

横
田
典つ

ね
よ
し良
さ
ん
（
横
田
）
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

横
田
さ
ん
の
任
期
は
平
成
26

年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

交
通
教
育
専
門
員

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項
に
関

す
る
不
服
の
審
査
及
び
決
定
、

そ
の
他
の
事
務
を
行
い
ま
す
。

　

金
山
町
消
防
団
長
に
目
黒
政

一
さ
ん
（
大
塩
）
が
再
任
さ
れ
、

４
月
１
日
に
長
谷
川
町
長
か
ら

辞
令
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

目
黒
さ
ん
の
任
期
は
平
成
26
年

４
月
１
日
か
ら
２
年
間
で
す
。
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募
　
　
　
集

ふ
く
し
ま
駅
伝
出
場
選
手

市
町
村
対
抗
野
球
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

第
26
回
市
町
村
対
抗
福
島
県

駅
伝
競
走
大
会
は
、
11
月
16
日

　

今
年
で
８
回
目
を
迎
え
る
市

町
村
対
抗
軟
式
野
球
大
会
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
に
は
町
内
在
住
者
と
町

内
中
学
校
出
身
者
（
ふ
る
さ
と

選
手
）
が
参
加
で
き
ま
す
。
練

　

次
の
と
お
り
町
職
員
の
人
事

異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

	
 （　

）
内
は
前
任
で
す
。

【
３
月
31
日
付
】

★
退
職

▼
長
谷
川
一
夫	

（
参　
　

事
）

▼
栗
城　

耕
作	

（
住
民
課
長
）

▼
五
ノ
井
忠
道	

（
教
育
次
長
）

▼
佐
藤　
　

護

	

（
出
納
室
主
任
主
査
）

★
派
遣
終
了

▼
情
野　

貴
之

	

（
復
興
政
策
課
長
）

★
異
動

【
４
月
１
日
付
】

▼
復
興
政
策
課
長
＝
天
野
淳

（
福
島
県
総
務
部

	

市
町
村
行
政
課
）

町
職
員
人
事
異
動

▼
議
会
事
務
局
長
＝
目
黒
隆
明

	
	

（
建
設
課
長
）

▼
教
育
次
長
＝
渡
部
伸

	
	

（
建
設
課
建
設
係
長
）

▼
復
興
政
策
課
復
興
政
策
係
長

＝
押
部
邦
昭

	
	

（
産
業
課
商
工
観
光
係
）

▼
建
設
課
建
設
係
長
＝
佐
々
木

貴
之

	
	

（
建
設
課
上
下
水
道
係
長
）

▼
建
設
課
上
下
水
道
係
長
＝
五

ノ
井
智
徳
（
建
設
課
建
設
係
）

▼
教
育
委
員
会
教
育
係
長
＝
滝

沢
和
俊	

（
保
育
所
係
長
）

▼
保
育
所
係
長
＝
須
佐
光
夫

	
	

（
教
育
委
員
会
教
育
係
長
）

▼
総
務
課
総
務
係
＝
栗
田
由
香

	
	

（
住
民
課
保
健
福
祉
係
）

▼
総
務
課
総
務
係
＝
坂
内
友
洋

	
	

（
住
民
課
保
健
福
祉
係
）

▼
住
民
課
住
民
税
務
係
＝
栗
城

亮	

（
総
務
課
総
務
係
）

▼
住
民
課
住
民
税
務
係
・
出
納

室
兼
務
＝
諏
佐
雅
樹

	
	

（
住
民
課
住
民
税
務
係
）

▼
住
民
課
保
健
福
祉
係
・
出
納

室
兼
務
＝
肥
田
野
重
人

	
	

（
住
民
課
保
健
福
祉
係
）

▼
住
民
課
保
健
福
祉
係
＝
若
月

将
平
（
産
業
課
農
林
振
興
係
）

▼
建
設
課
建
設
係
＝
渡
部
寛
人

	
	

（
住
民
課
住
民
税
務
係
）

▼
産
業
課
農
林
振
興
係
＝
藤
井

　

秀
文
（
住
民
課
住
民
税
務
係
）

▼
住
民
課
長
＝
渡
部
嘉
宣

　
（
会
計
管
理
者
・
出
納
室
長
）

▼
建
設
課
長
＝
栗
田
哲
也

　
（
復
興
政
策
係
長
）

▼
会
計
管
理
者
・
出
納
室
長
＝

渡
邊
新
太
郎

	
	

（
議
会
事
務
局
長
）

天
あま

野
の

　淳
じゅん

★
新
採
用

▼
総
務
課
総
務
係

▼
住
民
課
住
民
税
務
係

▼
住
民
課
保
健
福
祉
係

馬
ば

場
ば

和
かず

也
や

吉
よし

川
かわ

千
ち

春
はる

緑
みどりかわ

川茂
しげ

一
かず

▼
産
業
課
商
工
観
光
係
＝
大
竹

　

修
一	

（
総
務
課
総
務
係
）

▼
教
育
委
員
会
教
育
係
＝
加
藤

　

拓	

（
総
務
課
総
務
係
）

▼
川
口
保
育
所
保
育
士
＝
栗
城

麻
衣
（
横
田
保
育
所
保
育
士
）

（
日
）
に
白
河
市
を
ス
タ
ー
ト
、

福
島
市
を
ゴ
ー
ル
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

町
は
今
年
も
他
町
村
と
の
合

同
チ
ー
ム
「
希
望
ふ
く
し
ま
」

を
結
成
し
出
場
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
「
希
望
ふ
く
し
ま
」
に
町

の
代
表
選
手
と
し
て
参
加
す
る

ラ
ン
ナ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
教

育
委
員
会
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
教
育
委
員
会

	

☎
54
︲
５
３
６
０

習
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
の

で
、
一
緒
に
白
球
を
追
い
か
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
体
育
協
会
事
務
局

	

☎
54
︲
５
３
６
１

ご
寄
付
に
感
謝

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

⃝

東
京
都
東
村
山
市
の
君
野
麻

子
さ
ん
か
ら
５
千
円

⃝
大
阪
府
大
阪
市
の
山
岡
謙
吾

さ
ん
か
ら
５
千
円

⃝
埼
玉
県
春
日
部
市
の
黒
田
祐

弘
さ
ん
か
ら
10
万
円

⃝
故
・
黒
田
藤
吾
さ
ん（
大
塩
）

の
ご
遺
族
、
ご
一
同
様
か
ら

百
万
円

⃝
匿
名
希
望
の
方
３
名
か
ら

	

２
万
５
千
円

　

ご
寄
付
は
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
事
業
な
ど
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「希望ふくしま」の選手達（第２５回大会）

昨年の大会に出場した金山チーム
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　奥会津五町村活性化協議会では、地域住民のみなさまにもご協力いただきながら、只見線応援と早期復
旧の願いを届けるため、利用促進対策としての只見線乗車体験を企画しております。
　今回は、春を満喫する「春爛漫　鶴ヶ城で大花見」コースを企画いたしました。お誘い合わせの上ご参
加ください。

　作家の椎名　誠さんが奥会津と只見線への
思いを綴ったエッセイと写真が掲載された

「自遊人５月号」が発売中です。
　只見線の車両内で行われた地元の方々との
対談も掲載されています。

　只見線は大切な交通機関です。只見線復旧
に向けて積極的に利用しましょう。
　３月１６日から只見線のダイヤが改正され
ています。今回の改正で、会津川口駅と只見
駅間の代行バスが上下線合わせて３本増加し
ています。
　お昼の会津若松駅の列車への接続など、大
変便利になっていま
すので、皆さまご利
用ください。

只見線への思いを執筆 町民の皆さま、
ＪＲ代行バスを積極的に
利用しましょう！

椎名さんの写真とエッセイを掲載

春爛漫の鶴ヶ城 会津酒造歴史館

みんなでＪＲ只見線の早期復旧を応援しよう!!
奥会津五町村活性化協議会 ＪＲ只見線復興応援プロジェクト事業

〈参 加 料〉無料です。
※ＪＲ只見線乗車やバス代など移動にかかる

運賃は協議会で負担します。
ただし、昼食代及び入場料等は個人負担分
となります。

〈申込期限〉平成２６年４月２１日（月）※期間厳守
◎申込先　奥会津振興センター

☎０２４１－４８－５５２５

〈日　　時〉平成２６年４月２４日（木）
〈参加資格〉どなたでも結構です。婦人会、老人会などの団体大歓迎。
〈集　　合〉最寄りの各駅に集合となります。下記時間に乗り遅れのないようにお願いいたします。

なお、代行バスの停留所は鉄道駅の場所とは異なる場合がありますのでご注意ください。
〈定　　員〉先着４０名となります。※応募人数によっては中止となる場合があります。
〈行　　程〉7：10　只見町……ＪＲ代行バス……8：00　会津川口　8：30＝＝会津宮下　9：12

＝＝会津柳津　9：35＝＝10：34　会津若松駅　10：45……市内スーパー
……11：30　会津酒造歴史館　12：00……12：15　鶴ヶ城（お花見や昼食等自由行動）14：00
……14：30　飯盛山　15：30……16：00　七日町通り散策……16：45　七日町駅　16：59発
＝＝会津柳津　17：56＝＝会津宮下　18：20＝＝18：47　会津川口　19：08……ＪＲ代行バス
……只見　19：58
※会津若松市内の移動は貸切バスを使用いたします。
　行程内に昼食を買う時間はありますが、お弁当を持参していただいても結構です。

平成２６年度　第１弾「春爛漫 鶴ヶ城で大花見!!」
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　４月から山菜採りのシーズンに入ります。県では直売
所などで山菜を販売する方を対象に放射性セシウムのモ
ニタリング検査をします。直売所等へ出荷される方は必
ずモニタリング検査を受けてください。検査の受付は農
林振興係で行っています。

〈検査の流れ〉
①　検査対象の品は１．０ｋｇ以上用意してください。
②　測定を希望する生産者は毎週金曜日までに町に申し

込んでください。
③　栽培者に町が電話等で検査結果を連絡します。

（モニタリング検査結果は３日程度でお知らせします。）

	 ◎問い合わせ…農林振興係　☎５４－５３２１

　町では定期的に町水道の放射
性物質モニタリング検査をして
います。
　３月１８日現在で町内水道水
から放射性セシウムは検出され
ていません。
【参考】
　国が定めた飲料水の基準値
　放射性セシウム
　１０ベクレル／１ｋｇ
　　◎問い合わせ…上下水道係
　　　　　　☎５４−５３１５

水道水の放射性物質
検査結果

町内各地区の放射線量　
　町が独自に行っている、各地区の空間放射線量についてお知らせします。
　測定は各集会所等周辺の土の上で行っています。冬期は雪による遮へい効果で値が低くなる
傾向があります。
※測定結果は気象条件等により変動しますので、数値は目安としてご覧ください。
測定地点：各地区集会所	 （単位：マイクロシーベルト／時間　地上１ｍの高さで測定）

測定日
地区名 1月24日 2月18日 3月28日 測定日

地区名 1月24日 2月18日 3月28日 測定日
地区名 1月24日 2月18日 3月28日

川 口 0.052 0.050 0.064 上 田 0.046 0.040 0.050 横 田 0.080 0.060 0.092 
小栗山 0.042 0.050 0.070 水 沼 0.068 0.056 0.094 上横田 0.064 0.048 0.074 
八 町 0.048 0.052 0.074 上大牧 0.040 0.030 0.068 土 倉 0.052 0.040 0.054 
玉 梨 0.054 0.058 0.052 下大牧 0.042 0.032 0.064 西 部 0.040 0.050 0.076 
西 谷 0.058 0.044 0.072 高 倉 0.044 0.030 0.046 大 塩 0.060 0.054 0.052 
本 名 0.060 0.048 0.070 大栗山 0.052 0.048 0.046 滝 沢 0.052 0.044 0.068 
橋 立 0.054 0.054 0.060 福 沢 0.046 0.050 0.052 田 沢 0.052 0.050 0.058 
大 志 0.060 0.060 0.080 三 更 0.050 0.042 0.064 山入１ 0.064 0.056 0.080 
板 下 0.050 0.028 0.050 沼 沢 0.052 0.056 0.124 山入２ 0.068 0.050 0.066 
宮 崎 0.054 0.062 0.064 太郎布 0.030 0.028 0.060 越 川 0.084 0.044 0.064 

山菜類を販売される方へ

自家消費用食品等の放射性物質簡易測定の結果について
　複数の検体を測定している場合は最低値と最高値を表示しています。
	 （測定年月日　平成２６年３月１日～平成２６年３月３１日）
	 ※「ＮＤ」は、１０ベクレル/ｋg未満です。（単位：ベクレル/ｋｇ）

　町では自家消費用の食品等について放射線測定を役場と横田出張所で行っています。
　測定を希望される方は、保健福祉係か、横田出張所へ事前予約が必要です。
　測定には１検体につき４０分以上かかります。
　なお、販売用食品の測定については農林振興係にお問い合わせください。
	 ◎問い合わせ…保健福祉係　☎５４－５１３５（自家消費用食品について）
	 横田出張所　☎５６－４１１１（自家消費用食品について）
	 農林振興係　☎５４－５３２１（販売用食品について）　　

品　名 測定件数 未検出数 セシウム 品　名 検体数 未検出数 セシウム
（134＋137合計値） （134＋137合計値）

地下水 3 3 ND 焼却灰 1 0 1,563
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　町内で生産される米から放射性セシウムが検出されないことを目標として、町・県・ＪＡ等各関
係機関が一体となって水稲の放射性セシウム吸収抑制対策に取り組んでいます。
　このため平成２６年度もカリを無償配布しますので、町内すべての稲作農家の皆さんはカリ肥料
の施肥を徹底していただきますよう、ご理解とご協力をお願いします。

　配布資材……塩化カリ（２０ｋｇ／袋）
　施肥時期……基肥時（４月下旬から５月上旬頃）
　施 用 量……２０ｋｇ／１０a

※施用についてわからない場合は金山普及所へお気軽にお問い合わせ
ください。

	 ◎問い合わせ…金山普及所　☎５４−２８０１
	 農林振興係　☎５４−５３２１

　福島第一原子力発電所の事故により県内の土壌には広く放射性セシウムが付着しています。次の
方法により、稲や野菜などに吸収される放射性セシウムを抑制する効果が期待されます。

①　水路や溝の清掃（落ち葉や泥の流入防止）
　水路や溝に堆積している落ち葉や泥は、放射性セシウムが含まれている危険性があるので、水
田への入水前に堀さらいや清掃を行うとともに、水口に網などを設置して、出来るだけ水田に落
ち葉や泥が流入しないように注意してください。

②　中干しの徹底（中干し・溝切り・間断かん水）
　中干しを行い、土壌を酸化状態にすることで放射性物質の吸収を抑制する効果が期待できます。
中干しの推奨期間は６月２５日～７月１０日です。

③　適正穂肥（倒伏防止）
　倒伏防止の観点から穂肥は慎重に行いましょう。幼穂形成期（出穂２３日前後）に生育診断を
行い、葉色が濃い場合や草丈が高い（８０ｃｍ以上）場合は特に注意が必要です。

④　適期刈取（倒伏・泥の混入防止）
　倒伏や泥の混入を防止するため、雨天の刈取りを避け、適期刈取りに努めましょう。

⑤　深耕
　深耕ロータリや駆動式ディスク耕うん機を利用し、深く土壌を耕すことにより作る土層の放射
性物質の濃度を低下させて、作物への吸収量を低減する効果が期待できます。

※放射性セシウムが検出されやすい場所として、以下があげられます。
　①砂質土壌で腐植が少ない　②中干しができない湿田　　　③作土層が浅い
　④沢の水が直接流入する　　⑤周囲に森林が隣接している

	 ◎問い合わせ…会津坂下農業普及所金山普及所　☎５４－２８０１

稲作・畑作の放射性セシウム吸収抑制対策

塩化カリの無料配布
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みんなで介護予防！

かぼまる体操ができました♪
　介護予防体操として、楽しい音楽に合わせた
「かぼまる体操」ができました。体操の冊子を
みなさまに配布します。
　レンタル用ＣＤ、ＤＶＤは金山町役場住民課
にあります。皆さまがお集まりになる機会にご
活用ください。この際はぜひ保健師にも声をお
掛けください。体操の指導にお伺いします。
　みんなで一緒に体操しましょう！

ふくしまプレＤＣ開催中 妖精の里商品券　発売中
　デスティネーションキャンペーン（ＤＣ）は、地
元観光関係者や自治体、ＪＲグループ６社等が
協力し行う国内最大級の観光キャンペーンです。

　平成２７年４月から６月のふくしまＤＣ開催
が決定し、平成２６年４月から６月のプレＤＣ、
平成２８年４月から６月のアフターＤＣを含め
３年間のキャンペーンを、「福が満開、福のし
ま。」をキャッチコピーに展開します。
　期間中、福島県内においては、町民の皆さま
が楽しめるイベントも数多く開催されますので
どうぞお楽しみください。

◇おもてなし隊を募集
　福島県ではふくしまＤＣを一緒に盛り上げる
「福が満開　おもてなし隊」を募集しています。
県内の団体・企業・学校やグループなど、どな
たでも参加できます。
【福が満開おもてなし隊　活動例】
　笑顔でお出迎え／お見送りをします
　清掃活動で観光地をきれいに保ちます
　道案内をします
　郷土料理をご紹介します

　詳細は「福が満開おもてなし隊」
　　　　　公式ホームページをご覧ください。
　http://fuku-omotenashitai.jp/

　金山町商工会では妖精の里商品券を販売して
います。妖精の里商品券は金山町商工会及び町
内の取扱店で販売しています。

○商品券の種類
　額面５００円券１１枚綴りを５、０００円
で販売（５，０００円で５，５００円分の買
い物が可能です）

○購入限度額
　１人につき１０万円
　但し、１世帯最高３０万円まで

○利用期間
　平成２６年４月１日から
　平成２６年９月３０日まで

	 ◎問い合わせ…金山町商工会
	 ☎５４−２３１１

元気にかぼまる体操！

◎問い合わせ…保健福祉係
☎５４−５１３５

老人クラブで…

地区の集会の時に…

地区のカラオケの前
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冬を乗り越えて

地域おこし協力隊　大澤　　敦

図 書 室 だ よ り

金山町の人口（ 4月 1日現在）

世 帯 数　１,１０９世帯（−　５）
人　　口　２,３２４人　（−　８）
　 男 　　１,１０５人　（−　８）
　 女 　　１,２１９人　（±　0）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

あ の 人 こ の 人
３月届出（敬称略）
こんにちは赤ちゃん

今月は該当がありませんでした。

お二人で幸せに

♥
(
渡　部　貴　裕（横　田）
栗　城　暢　子（昭和村）

♥
(
緑　川　茂　一（川　口）
武　地　葉　子（川　口）

霊よ安らかに

中　丸　ヤヨイ（９８歳）大　志
五ノ井　　　功（７３歳）小栗山
山　内　テ　ツ（１００歳）川　口
雪　下　俊　雄（８６歳）西　谷

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

☆新書紹介
「しのぶ梅　着物始末暦」／中島　要　著（角川春樹文庫）

　着物の染み抜き、洗いや染めとなんでもこなす着物の始末屋・余一は、職人としての腕もよく、若くて男前
なのだが、人と深く関わろうとしない。一方、余一の 古馴染みで、柳原土手の古着屋・六助は、難ありの客
ばかりを連れてくる。余一の腕を認めながら、敵対心を燃やす呉服太物問屋の若旦那・綾太郎。朴念仁の余 
一に片思いをしている一膳飯屋の看板娘・お糸など……。市井の人々が抱える悩みを着物にまつわる思いと共
に、余一が綺麗に始末する!!　人情味溢れる筆致で描く、連作短編時代小説。

「春、戻る」／瀬尾　まいこ　著（集英社）
　結婚を控えたある日、私の前に兄と名乗る青年が現れた。明らかに年下の「お兄さん」は、私の結婚にあれ
これ口出しを始めて……。
　人生で一番大切なことを教えてくれる、ハートフルウェディングコメディ。

「夜の小学校で」／岡田　淳　著（偕成社）
　とうぶんのあいだ、ぼくは桜若葉小学校というところで、夜警のしごとをすることになった。その小学校の
中庭には大きなクスノキがあった。学校の夜に起こる奇妙な出来事。

一般書

◎問い合わせ…中央公民館　☎５４－５３３３
＊お一人様３冊まで２週間借りられます。（土曜日利用可）

☆図書館にある本のご紹介　毎日のフラワーアレンジ／並木　容子　著（日本文芸社）
だいすき手作り　うれしい日のプレゼント／尾崎　曜子　著（アリス館）
新聞エコバック／坂上　政子（小学館）

☆３月の公民館図書室利用状況　刊貸出冊数　６０冊（うち児童書　１３冊）

一般書

児童書

地域おこし協力隊コラム vol.6

　私が金山町にお世話になって、もうすぐ一年が経過し
ようとしています。初めて迎えた金山の冬でしたが、み
なさまの助言をいただきながら、どうにか乗り切ること
ができました。
　私は（株）奥会津金山大自然を中心に活動していますが、
冬の間は主に餅作りを教えていただきました。はじめて
食した金山の餅のおいしさ……それは今まで自分が食べ
ていた餅とは一体何だったのか？と衝撃を受けたほどで
した。
　また、各地区の祭事ですが、
八町地区のサイノカミを拝見
させていただき、自然への祈
りを知るとともに、ウサギ猟
にも同行させていただき、命
の重みと感謝の気持ちを学ぶ
こともできました。
　隊員としては、２年目に突
入します。本年度も住民の方々
にご指導いただきながら頑張
っていきたいと思います。よ
ろしくお願いします。
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生涯学習のマスコット
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	 県立宮下病院　院長　黒沢　正喜　　
　地域の皆さまには、常日頃より当院をご利用いただいておりますとともに、多大なる御支援、御
協力をいただいていますことに対し、深く感謝申し上げます。
　平成２６年４月１日付け人事異動では、柏木真人医員が転出、小山大輔医長、佐藤悠医員が転入
となり、常勤医師が４人となりました。医師の確保に向けて、御尽力いただきました管内町村長を
始め、宮下病院等後援会の皆様には大変お世話になりました。
　昨年、休診となりました外科については、今年度も外科医師が不在となりますことから、引き続
き休診とさせていただきますが、会津医療センターより多くの応援をいただき、充実した診療体制
を整えることができました。（下記の表参照。）
　また、皆様に御利用いただいております病院バスの運行経路を見直して、柳津町及び昭和村の中
心部まで運行し、管内町村の全てをカバーすることとなりました。
　本年度もへき地医療拠点病院として、地域医療を守るべく努力してまいりますので、引き続き御
支援を賜りますようお願いいたします。
平成２６年度診療体制

診 療 科 開設曜日 医　　師　　名

内　　　科 月～金曜日 院長 黒沢　正喜、科長 愛澤　正人、医長 小山　大輔、医員 佐藤　悠
第２・４木曜日 （会津医療センター）助手 長谷川　浩二

循環器内科 第２木曜日
第４火曜日

（会津医療センター）講師 宗像　源之
（会津医療センター）助手 星野　弘尊

整 形 外 科 毎週水曜日※１ （会津医療センター）准教授 岩渕　真澄、助手 田口　浩子、助手 利木　成広
心身医療・
物忘れ外来※２

火曜日
火曜日
水曜日

（県 立 矢 吹 病 院）科長 金澤　壮一
（会津医療センター）講師 久村　正樹
（会津医療センター）助教 西郷　佳世

耳鼻咽喉科 隔週金曜日 （会津医療センター）准教授 角田　保雄
皮　膚　科 隔週金曜日 （会津医療センター）准教授 鈴木　重行

※１　第５水曜日は休診です。
※２「心身医療・物忘れ外来」については、火曜日または水曜日のどちらかで毎週開設しています。
　　　事前にお問い合わせください。

平成２６年度県立宮下病院の診療体制について
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